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論文要旨 

 

 韓国から日本に流入し、一定の教勢を保持している宗教にキリスト教とキリスト教系新

宗教がある。キリスト教は「在日大韓基督教会」という超教派の教団および「韓国系キリ

スト教会」と総称される諸教会であり、キリスト教系新宗教は「統一教会」（世界平和統一

家庭連合、旧世界基督教統一神霊協会）である。 

 日本と韓国は植民地支配と被支配の負の歴史的関係から、未だ両国間にわだかまりが残

る。かつて日本では韓国や在日韓国・朝鮮人に対する偏見や差別があり、それはまだ消え

たとはいえず、近年では在特会（在日特権を許さない市民の会）のような団体も出現して

いる。このような状況にありながら上記３つの宗教は日本で宣教を展開し、日本人信者を

獲得している。韓国系キリスト教会は一定程度、統一教会はおそらくそれ以上に、在日大

韓基督教会は多くはないが、日本人信者がいる。 

 日本はキリスト教信者が１％未満であり、韓国のキリスト者のあいだでは「宣教師の墓

場」といわれる。日韓関係の難しさや宣教の困難さを抱えながら３つの宗教がどのように

日本宣教を行い、日本人信者を獲得しているのか。これが本論での問題である。 

 これまで宗教社会学では、在日大韓基督教会はエスニック・コミュニティの宗教、韓国

系キリスト教会は外来宗教、統一教会は社会問題化する宗教として個別に研究されてきた。

在日大韓基督教会と韓国系キリスト教会の比較研究は見られたが、統一教会を加えて３つ

を並べて俎上に載せた研究はなされてこなかった。在日大韓基督教会と韓国系キリスト教

会は正統なキリスト教伝統にあるが、統一教会は問題がある宗教団体としてまったくの別

物のようにみなされ、同じの俎上に載せるという視点が生まれにくかったためと思われる。 

 しかし３つの宗教は朝鮮半島から日本に時期を異にして流入したキリスト教とキリスト

教系新宗教であり、並べて見ることによって３者の日本宣教のあり方が日韓関係を背景に

性格づけられ、その性格の差異が日本人信者の獲得にも影響を及ぼしていることがわかる。

序章ではまず以上のような問題設定を述べたうえで研究の目的と方法、調査対象の概要な

どを提示する。序章以降は３部に分け、第Ⅰ部で在日大韓基督教会、第Ⅱ部で韓国系キリ

スト教会群、第３部で統一教会について論じた。 

 第Ⅰ部「在日大韓基督教会－民族の教会として－」では、在日大韓基督教会が日本にお

いて民族の教会として日本に定着してきたことを明らかにする。第１章「民族の教会とし

ての教会形成－在日大韓基督教会を事例として－」では、教団の機関紙『福音新聞』（1951

年創刊）の記事を通して在日大韓基督教会が教団として日本社会にどのように向き合い、

民族主義的な性格を持つようになったかを考察した。 

 第２章「一世にとっての教会、二世にとっての教会－民族の教会としての機能－」では、

在日大韓基督教会の信者である在日韓国人一世の女性３名、二世の男性信者２名の生活史

から彼らにとって教会がどのような役割を果たしたかを明らかにする。日本での厳しい暮

らしの中で一世の女性たちにとっては同胞が集い、韓国語で礼拝が行われる教会は何より
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もの拠り所となる民族の共同体であり、二世にとってはエスニック・アイデンティティを

獲得していく場になったといえる。 

 第３章「在日大韓基督教会と韓国系キリスト教の日本宣教のあり方を比較して」では、

在日大韓基督教会の大阪西成教会（1923 年設立）と韓国系キリスト教会の大阪オンヌリ教

会（2000 年設立）を比較し、日本人信者獲得の差異について考察した。前者は民族の教会

として始まった経緯から礼拝の言語は韓国語が優先された。それに対し後者はおよそ信者

の６分の５は韓国人だが、日本人への宣教のため日本語が優先された。礼拝の言語や教会

における民族主義的な色合いの有無が日本人信者獲得に差をもたらしたことを明らかにし

た。 

 第４章「韓国系キリスト教会の在日大韓基督教会への加入」では、在日大韓基督教会は

在日同胞の教会（教団）として日本に定着してきたが、現在では牧師や伝道師の３分の２

が韓国の教団から派遣された宣教師である。また 1980 年代以降、韓国系キリスト教会の中

には在日大韓基督教会に加入する教会が見られるようになった。従来の研究では在日大韓

基督教会と韓国系キリスト教会群は別物のように扱われてきたが、実態としては明確な線

引きができないようになっていることを明らかにした。 

 第Ⅱ部「韓国系キリスト教会群－普遍主義のもとに－」では、韓国系キリスト教会（群）

が日韓関係の負の歴史とは一線を画し、積極的に日本人を対象に宣教を行っていることを

明らかにする。まず第５章「日本における韓国系キリスト教会の概要」では、『クリスチャ

ン情報ブック』（2010 年版）に掲載の全教会情報をあたり、日本における韓国系キリスト教

会の実態を把握しようと試みた。これまで全体像が不明だったが、韓国系キリスト教会と

推察される教会は大都市圏だけでなく 38 都道府県に分布しており、推計 300 近くあること

がわかった。多くが 1980 年代後半から 2000 年代前半にかけての設立であり、全体の 81％

にのぼることが明らかになった。 

 第６章「韓国人宣教師にとっての日本宣教－『汝の敵』『隣り人』としての日本－」では、

韓国キリスト教が活発な日本宣教を行う要因について考察した。韓国はキリスト教人口が

およそ 25％を占め、キリスト教が盛んなだけに牧師が供給過剰である。それが海外宣教を

活発化させると従来いわれてきたが、それだけではなぜ「日本」宣教を活発に行うのかを

説明できない。韓国では儒教倫理が深く根付き、その道徳志向性は韓国人のエートスにな

っていると考えられる。物事に対しては「正しさ」の、個人にあっては人格陶冶の追求と

なり、それが日本宣教へと駆り立てているのではないかと指摘した。 

 第７章「なぜ日本人が韓国系キリスト教会の信者になるのか」では、日本人が韓国系キ

リスト教会の信者になる要因について、大阪オンヌリ教会における新来者受け入れ態勢と

教化過程に焦点をあてて考察した。大阪オンヌリ教会には「７週の学び」、「筍」（韓国語で

「木の枝になる伸びた芽」のこと、ここでは小グループをいう）、「ＱＴ」（Quiet Time）、「弟

子訓練」という学びのプログラムがある。新来者はこのプログラムに「乗る」ことにより、

信仰を強化するとともに教会に定着していくと考えられ、学びのプログラムにはブルデュ
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ーが指摘する信仰獲得のしくみが備わっていることを指摘した。 

 第Ⅲ部「統一教会－建前の普遍主義、本音の民族主義－」では、韓国生まれのキリスト

教系新宗教である統一教会について、なぜ日本で教勢を拡大することができたのかを考察

する。日本における統一教会についてだが、調査対象者の大部分が合同結婚式で韓国人男

性と結婚して韓国に暮らす日本人女性信者である。そのため、まず第８章、９章では韓国

における統一教会のあり方について把握した。 

 第８章「韓国社会と統一教会」では、韓国における統一教会は宗教団体を含む事業体で

あり、活動のあり方が日本とは大きく異なることを指摘する。次に７千人もの日本人女性

が合同結婚式で韓国人男性と結婚して韓国に暮らすとされる点について、韓国と日本の統

計データから「７千人」という人数を裏付ける。そして韓国人男性と日本人女性がカップ

リングされる背景には韓国の農村における男性の結婚難や、日本以上に非正規雇用の割合

が高いことなどがある点を指摘した。 

 第９章「日本と韓国における統一教会報道」では、1950～1960 年代から現在までの『朝

日新聞』、『朝鮮日報』における統一教会関連記事を比較し、両国における統一教会のあり

方の差異を明らかにする。日本では霊感商法が 1980 年代後半から社会問題化し、『朝日新

聞』には提訴、判決などの記事が見られる。一方『朝鮮日報』にはそのような記事は一切

なく、統一教会や教祖の動向、傘下の関連企業などに関する記事が見られる。両国におけ

る統一教会の宣教戦略が異なることが記事を通して明らかにした。 

 第 10 章「在韓日本人信者の信仰生活」では、調査地の概要、調査対象になった在韓日本

人信者の属性、入信から結婚までの経緯などを記述するとともに、韓国での暮らしに対す

る彼女たちの意味づけを明らかにする。日本人女性信者たちは統一教会で「結婚」したが、

それは「結婚」に見えて「結婚」ではないといえる。彼女たちの韓国での暮らしは「地上

天国」建設という社会変革運動であり、また日本による朝鮮半島植民地支配の罪を清算す

るものであることがわかる。 

 第 11 章「統一教会への入信－『女性性』の回復」では、日本人女性たちがなぜ統一教会

に入信し、教団が決めた韓国人男性と愛情もないまま結婚できるのかを考察した。およそ

彼女たちは結婚に夢や希望を見出せず、仕事では「女は損」という感情をもっていた。そ

してときに女性は意に反して性的対象として扱われる。女性であることに積極的意味を見

出せない状況において彼女たちは統一教会に出会った。統一教会において結婚して子ども

を産み育てることは崇高な宗教実践であり、それが彼女たちにとって女性であることを肯

定し、女性としての自己を回復させる道になったといえる。 

 第 12 章「『本郷人』に見る祝福家庭の理想と現実」では、統一教会が韓国で発行する在

韓日本人信者向けの機関紙『本郷人』を用いて筆者の調査対象者を相対化するとともに、

機関紙を通して教団が在韓日本人信者に何を伝えようとしているかについて、その意図を

読み解く。筆者が実際に会って調査した対象者は比較的平穏無事に暮らす信者だった。し

かし『本郷人』の記事からは夫や子どもの問題、生活苦、病気など、さまざまな問題を抱
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える信者が少なくないことが確認できた。また『本郷人』には教団の行事について、また

そこで語られた教祖や教団幹部の言葉がつねに掲載される。それは日々生活することに精

一杯となりがちな信者に対し、初心を忘れることなく、統一教会信者としての使命を遂行

せよという信仰強化のテキストといえる。『本郷人』は統一教会的思考の枠組みを維持・強

化する役割を果たすことが確認できた。 

 結章「日韓関係を背景にした三者三様の宣教」では、第１章から 12 章を通した知見をま

とめ、在日大韓基督教会、韓国系キリスト教会、統一教会の日本宣教が、日韓関係の歴史

を下敷きにした物語として展開され、特徴づけられていることを考察した。 

 まず３者の日本宣教は歴史的に見ると、朝鮮半島から日本への宣教第１波、第２波、第

３波としてとらえられ、いずれも日本による朝鮮半島の植民地支配が影響していることが

わかる。第１波は 1910 年の韓国併合後、日本に仕事を求めて渡った同胞を対象に韓国キリ

スト教が宣教を開始したものであり、その結果、在日大韓基督教会という教団が設立され

た。第２波は統一教会の日本宣教である。統一教会は朝鮮戦争休戦の翌年 1954 年に設立さ

れ、日本宣教は日韓国交正常化前の 1958 年から開始された。そのときの宣教師は２歳から

大学生の頃までを大阪で暮らし、終戦直前に帰国した崔奉春であり、日本語が堪能だった

ために宣教を任された。教祖文鮮明も 1941 年から 43 年まで早稲田高等工学校に留学した

とされる。第３波の韓国系キリスト教会の日本宣教は、1989 年の韓国における海外渡航完

全自由化以降に本格化した。仕事や留学で来日し、日本に暮らす韓国人ニューカマーが増

加することで彼らへの宣教とともに日本人への宣教が活発化した。第１波の宣教は仕事を

求めてやむなく日本に渡った同胞を対象にしたが、第３波は積極的意志で来日した同胞を

対象にしたものであり、韓国キリスト教の歴史においては第１波の延長線上に第３波の日

本宣教が位置づけられる。 

 次に３者の日本宣教は日韓関係の歴史によって性格づけられたことを指摘した。在日大

韓基督教会は植民地下において日本に渡った同胞を対象に始まった宣教から形成され、戦

後は同胞の人権問題に積極的に関与し、おのずと民族主義的な性格を強めた。それに対し

て韓国系キリスト教会は日韓関係を超えて普遍主義に立ち、日本宣教を展開する。韓国キ

リスト教にとって日本は「汝の敵」あるいは「隣人」であり、それに対して韓国は「よき

サマリヤ人」である。キリスト教的観点から日本宣教を続ける。統一教会は国境、民族、

宗教が垣根を超えて１つになった平和な世界「地上天国」の実現を理想として活動する。

しかし実際は自民族中心主義に立つ。統一教会では日本は人類堕落の原因をつくった「エ

バ国家」であり、また朝鮮半島を植民地支配した「サタン側」の国とされる。韓国は「ア

ダム国」であり、日本は韓国にできる限りの人的・財的な協力をすべきとして、統一教会

は正体を隠した勧誘や霊感商法といった活動を続ける。 

 以上のように、韓国から日本に流入したキリスト教やキリスト教系新宗教の日本宣教は、

日韓関係の歴史の上に展開され、性格づけられてきたものであるといえる。 

 


